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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷処理を実行する印刷手段と、
　前記印刷処理で使用可能な用紙に関する用紙情報であって当該用紙の特性を示す特性情
報を含む用紙情報と、前記印刷処理を実行する際に特定の印刷設定を許可するか否かを示
す許可情報とを対応付けて記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶されている用紙情報とは異なる特性情報を含む新たな用紙情報が登
録され、当該新たな用紙情報を用いた前記印刷処理を実行する場合に、当該新たな用紙情
報に含まれる特性情報に基づいて、前記記憶手段に記憶されている複数の用紙情報の中か
ら当該新たな用紙情報に対応する特定の用紙情報を選択する選択手段と、
　前記新たな用紙情報を用いた印刷処理を実行する場合に、前記選択手段によって選択さ
れた前記特定の用紙情報に対応する許可情報に基づいて前記新たな用紙情報を用いた印刷
処理を実行するように前記印刷手段を制御する制御手段とを備えることを特徴とする印刷
装置。
【請求項２】
　前記特性情報は、用紙の坪量を示す情報であることを特徴とする請求項１に記載の印刷
装置。
【請求項３】
　前記特性情報は、用紙の表面性を示す情報であることを特徴とする請求項１又は２に記
載の印刷装置。
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【請求項４】
　前記許可情報は、両面印刷が可能であるか否かを示す情報であることを特徴とする請求
項１乃至３のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項５】
　印刷処理を実行する印刷ステップと、
　前記印刷処理で使用可能な用紙に関する用紙情報であって当該用紙の特性を示す特性情
報を含む用紙情報と、前記印刷処理を実行する際に特定の印刷設定を許可するか否かを示
す許可情報とを対応付けて記憶装置に記憶する記憶ステップと、
　前記記憶手段に記憶されている用紙情報とは異なる特性情報を含む新たな用紙情報が登
録され、当該新たな用紙情報を用いた前記印刷処理を実行する場合に、当該新たな用紙情
報に含まれる特性情報に基づいて、前記記憶装置に記憶されている複数の用紙情報の中か
ら当該新たな用紙情報に対応する特定の用紙情報を選択する選択ステップと、
　前記新たな用紙情報を用いた印刷処理を実行する場合に、前記選択手段によって選択さ
れた前記特定の用紙情報に対応する許可情報に基づいて前記新たな用紙情報を用いた印刷
処理を実行するように制御する制御ステップとを有することを特徴とする印刷方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の印刷方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置、情報処理装置及び印刷方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、印刷装置に印刷処理を実行させるにあたって複数の印刷設定項目を設定する
技術が知られている。ここでいう印刷設定項目として、例えば、印刷装置が複数の給紙カ
セットを有する場合に何れの給紙カセットから用紙を給紙させるべきかという給紙元を設
定する項目がある。また、例えば、印刷装置にて両面印刷が可能な場合に、両面印刷を実
行させるか、片面印刷を実行させるかを設定する項目がある。
【０００３】
　そして、このような複数の印刷設定項目を設定可能な印刷装置においては、複数の印刷
設定項目の組み合わせが印刷装置にて実行不可能な設定となってしまうことがある。例え
ば、印刷装置が厚紙を両面印刷させることが装置の機構上不可能である場合には、用紙の
種類として厚紙を設定した上で、両面印刷することを設定できてしまうと、印刷装置にて
印刷不良が発生してしまう。そこで、複数の印刷設定項目について、設定可能となる組み
合わせを示す情報（以下、設定許可情報という）を予め記憶しておき、印刷装置が印刷処
理できないような印刷設定がなされないようにする技術が知られている（例えば、特許文
献１参照。）。
【特許文献１】特開２０００－２２５７５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載したような従来技術では、印刷処理を実行するのに用
いることができる用紙として、印刷装置の使用者が新規に用紙を登録できるような場合に
問題が生じる。
【０００５】
　例えば、印刷装置にて用いる印刷用紙の種類として数百～数千種類が新規に登録できる
ような場合に、各種類について設定許可情報を用意しておくのは困難である。ここでいう
困難とは、各種類について設定許可情報を用意しておく手間がかかり、また設定許可情報
を記憶するのに記憶容量を要することを意味する。
【０００６】
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　本発明は、上記の問題点を鑑みてなされたものであり、用紙の種類を使用者が登録可能
な印刷装置を用いて印刷処理する場合、印刷処理するための複数の印刷設定項目について
各印刷設定項目にて設定可能な内容の組み合わせを示す設定許可情報を用紙の種類に応じ
て増加させることなく、適切に複数の印刷設定項目の印刷設定を実行することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の印刷装置は、印刷処理を実行する印刷手段と、前
記印刷処理で使用可能な用紙に関する用紙情報であって当該用紙の特性を示す特性情報を
含む用紙情報と、前記印刷処理を実行する際に特定の印刷設定を許可するか否かを示す許
可情報とを対応付けて記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶されている用紙情報とは
異なる特性情報を含む新たな用紙情報が登録され、当該新たな用紙情報を用いた前記印刷
処理を実行する場合に、当該新たな用紙情報に含まれる特性情報に基づいて、前記記憶手
段に記憶されている複数の用紙情報の中から当該新たな用紙情報に対応する特定の用紙情
報を選択する選択手段と、前記新たな用紙情報を用いた印刷処理を実行する場合に、前記
選択手段によって選択された前記特定の用紙情報に対応する許可情報に基づいて前記新た
な用紙情報を用いた印刷処理を実行するように前記印刷手段を制御する制御手段とを備え
ることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の印刷方法は、印刷処理を実行する印刷ステップと、前記印刷処理で使用
可能な用紙に関する用紙情報であって当該用紙の特性を示す特性情報を含む用紙情報と、
前記印刷処理を実行する際に特定の印刷設定を許可するか否かを示す許可情報とを対応付
けて記憶装置に記憶する記憶ステップと、前記記憶手段に記憶されている用紙情報とは異
なる特性情報を含む新たな用紙情報が登録され、当該新たな用紙情報を用いた前記印刷処
理を実行する場合に、当該新たな用紙情報に含まれる特性情報に基づいて、前記記憶装置
に記憶されている複数の用紙情報の中から当該新たな用紙情報に対応する特定の用紙情報
を選択する選択ステップと、前記新たな用紙情報を用いた印刷処理を実行する場合に、前
記選択手段によって選択された前記特定の用紙情報に対応する許可情報に基づいて前記新
たな用紙情報を用いた印刷処理を実行するように制御する制御ステップとを有することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、用紙の種類を使用者が登録可能な印刷装置を用いて印刷処理する場合
、印刷処理するための複数の印刷設定項目について各印刷設定項目にて設定可能な内容の
組み合わせを示す設定許可情報を増加させることなく、適切に複数の印刷設定項目の印刷
設定を実行することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付の図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明する。
【００１２】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１３】
　（第１の実施形態）
　＜製本システム（製本装置）の全体構成＞
　図１は、本発明の実施形態に対応する製本システム（製本装置）の全体構成を示す図で
ある。
【００１４】
　図１において、１０５は印刷装置であり、画像データに基づいてシートに印刷処理をす
るとともに、印刷処理されたシートをスタッカ装置１０４へ搬送する。スタッカ装置１０
４は、印刷装置１０５から搬送されたシートをスタックトレイ（不図示）に積載する。ま
た、スタッカ装置１０４は、印刷装置１０５から搬送されたシートをスタックトレイに積
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載することなく、くるみ製本装置１０３へ搬送することもできる。くるみ製本装置１０３
は、印刷装置１０５からスタッカ装置１０４を介して搬送される複数のシートＳを集積ト
レイにシート束として積載する。そして、集積トレイに積載されたシート束をカバーシー
ト積載トレイに積載されたカバーシートでくるむことでくるみ製本物を作成する。
【００１５】
　なお、くるみ製本装置１０３は、スタッカ装置１０４から搬送されたシートＳを集積ト
レイに積載することなく、中綴じ製本装置１０２へ搬送することもできる。中綴じ製本装
置１０２は、印刷装置１０５からくるみ製本装置１０３を介して搬送される複数のシート
Ｓからなるシート束Ｓ１に対してステイプル処理を実行することで中綴じ製本物を作成す
る。なお、中綴じ製本装置１０２にて作成された中綴じ製本物は、断裁装置１０１に搬送
され断裁処理が実行される。
【００１６】
　＜印刷装置の制御構成＞
　図２は、本発明の実施形態に対応する印刷装置１０５の制御構成を示すブロック図であ
る。
【００１７】
　図２において２０１はスキャナ部であり、複数枚の原稿（紙等のシートに画像が印刷さ
れたもの）を光学的に読み取って画像データを生成するとともに、読み取られた画像デー
タに対して画像処理（例えば、シェーディング補正処理）を実行する。そして、スキャナ
部２０１は、画像処理が実行された複数ページの画像データを１つの印刷ジョブとしてハ
ードディスク（ＨＤＤ）２０９へ記憶させる。２０２は外部Ｉ／Ｆであり、印刷装置１０
５にネットワーク２３２を介して接続された外部装置としてのコンピュータ端末２３３か
ら複数ページの画像データを含む印刷ジョブを受信する。そして、外部Ｉ／Ｆ２０２は、
受信した印刷ジョブをハードディスク２０９へ記憶させる。２０３はプリンタ部であり、
ハードディスク２０９に記憶された印刷ジョブに基づいて、複数のシート（用紙）に印刷
処理を実行する。なお、印刷ジョブは複数ページの画像データから構成されているので、
複数の画像データが複数のシートの各々に印刷処理される。２０４は操作部であり、印刷
装置１０５の操作者による各種の指示を受け付け、受け付けた指示をメモリコントローラ
部２０６へ伝えることで印刷装置１０５に各種の設定を行うものである。
【００１８】
　ＣＰＵ２０５は、ＲＯＭ２０７から読み込んだプログラムをＲＡＭ２０８へ書き込み、
ＲＡＭ２０８を用いてプログラムを実行することで印刷装置１０５を含む製本システム２
０００の全体を制御する。なお、ＲＯＭ２０７には、外部Ｉ／Ｆ２０２が外部装置から印
刷ジョブとして受信したＰＤＬ（Ｐａｇｅ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　ｌａｎｇｕａｇｅ
：ページ記述言語）コードデータを解釈するためのプログラムが記憶されている。さらに
、ＲＯＭ２０７には、ＰＤＬコードデータを解釈した後にプリント部２０３にて印刷可能
なデータを生成するためのプログラムが記憶されている。メモリコントローラ部２０６は
、ＲＯＭ２０７、ＲＡＭ２０８、及びハードディスク２０９に対する、各部からのアクセ
スを制御する。
【００１９】
　圧縮伸長部２１０は、ＪＢＩＧやＪＰＥＧ等といった各種圧縮方式によってＲＡＭ２０
８、ハードディスク２０９に記憶されている画像データに圧縮処理を実行することができ
る。また、圧縮伸長部２１０は、各種圧縮方式により圧縮処理された画像データを伸長す
る伸長処理を実行することができる。
【００２０】
　回転部２３１は、ハードディスク２０９に記憶された画像データをプリンタ部２０３へ
送信して印刷処理を実行させるにあたって、画像データを回転させる必要がある場合に、
回転処理を実行するものである。回転部２３１は、回転処理として、画像データの天地方
向を逆転させる１８０°回転処理や、９０°回転処理等の、任意の角度の回転処理を実行
することができる。なお、回転部２３１が実行する回転処理の回転角度の設定等は、ＣＰ
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Ｕ２０５からできるものとする。
【００２１】
　オプションＩ／Ｆ２３０は、ＣＰＵ２０５が、印刷装置１０５に接続されるオプション
装置としてのスタッカ装置１０４、くるみ製本装置１０３、中綴じ製本装置１０２及び断
裁装置１０１と通信するためのインターフェースである。スタッカ装置１０４、くるみ製
本装置１０３、中綴じ製本装置１０２及び断裁装置１０１は各々内部の動作を制御するた
めのＣＰＵ（不図示）を有する。そして、印刷装置１０５のＣＰＵ２０５は、オプション
Ｉ／Ｆ２３０を介して各オプション装置のＣＰＵを制御するための制御コマンドを送信す
ることにより、スタッカ装置１０４、くるみ製本装置１０３、中綴じ製本装置１０２及び
断裁装置１０１を制御する。
【００２２】
　＜印刷装置の構成＞
　次に、印刷装置１０５の構成について、図３を用いて説明する。
【００２３】
　印刷装置１０５は、大きく分けてスキャナ部２０１およびプリンタ部２０３から構成さ
れる。スキャナ部２０１は、原稿給送ユニット２５０に積載されたシート束をその積載順
に従って先頭（最上部）から順次１枚ずつプラテンガラス２１１上に給送する。そして原
稿給送ユニット２５０は、スキャナユニット２２０による読み取り動作が終了した後、排
出トレイ２１９に排出する。スキャナユニット２１０は、プラテンガラス２１１上に原稿
シートが搬送されると、ランプ２１２を点灯して光学ユニット２１３の移動を開始させ、
シート状の原稿を下方から照射しながら走査する。原稿からの反射光が複数のミラー２１
４、２１５、２１６およびレンズ２１７を通ってＣＣＤイメージセンサ（以下、ＣＣＤ）
２１８に導かれ、走査された原稿上の画像はＣＣＤ２１８によって画像データとして読み
取られる。ＣＣＤ２１８で読み取られた画像データは、所定の画像処理が施された後、ハ
ードディスク２０９に記憶される。
【００２４】
　プリンタ部２０３は、ハードディスク２０９から読み出される画像データに対応するレ
ーザ光を、レーザドライバ３２１によって駆動されるレーザ発光部３２２から出力する。
レーザ光を照射された感光ドラム３２３にはレーザ光に応じた静電潜像が形成され、現像
器３２４は静電潜像の部分に現像剤（例えば、トナー）を付着させる。
【００２５】
　一方、レーザ光の照射開始と同期したタイミングで、カセット３１１、カセット３１２
、カセット３１３、カセット３１４、手差しトレイ３１５の何れかからシートＳを給紙し
、搬送路３３１を経由して転写部３２５まで搬送する。ここで、手差しトレイ３１５には
、シートＳが載置されたことを検知するシート検知センサ３１５ａが設けられている。転
写部３２５は感光ドラム３２３に付着している現像剤をシートＳ上に転写する。現像剤が
転写されたシートＳは搬送ベルト３２６によって定着部３２７に搬送され、定着部３２７
にて加熱される。それによりシートＳ上の現像剤は、シートＳに定着される。現像剤が定
着したシートＳは、搬送路３３５、３３４を経由してスタッカ装置１０４に搬送される。
スタッカ装置１０４にシートＳを搬送するにあたってシートＳを反転させてから搬送する
場合、ＣＰＵ２０５はシートＳを搬送路３３６、３３８まで導くようプリンタ部２０３を
制御する。そしてその後に、シートＳを逆方向に搬送し、搬送路３３７、３３４を経由し
てスタッカ装置１０４にシートＳを搬送する。
【００２６】
　次に、図６を参照しつつ、第１の実施形態におけるプリンタ部２０３の制御構成につい
て説明する。
【００２７】
　印刷装置１０５が備えるプリンタ部２０３は、メモリコントローラ部２０６を介してＣ
ＰＵ２０５と相互に通信可能となっている。プリンタ部２０３のＣＰＵ２００３は、メモ
リコントローラ部２０６から画像データと印刷処理を実行するためのコマンドを受信し、
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受信した画像データを解析してビットデータに変換するとともに、受信したコマンドの解
析を行う。
【００２８】
　プリンタ部２０３は、ＣＰＵ２００３により制御される各種制御部を備えている。各種
制御部としては、シートＳを搬送するために印刷装置１０５が備える各種ローラの制御を
するためのシート搬送制御部２００４、感光ドラム３２３を所定電位に帯電するために帯
電ローラに印加する電圧を制御するための帯電制御部２００５がある。また、ＣＰＵ２０
３がメモリコントローラ部２０６から受信した画像データに基づいて感光ドラム３２３の
表面を露光するレーザの走査を制御するためのレーザ走査制御部２００６を有する。更に
、プリンタ部２００３は、感光ドラム３２３の表面に形成された静電潜像を現像すべく現
像器３２４を制御するための現像制御部２００７を有する。更に、プリンタ部２０３は、
感光ドラム３２３上に形成されたトナー像をシートＳに転写するよう転写部３２５に印加
する転写電圧を制御するための転写制御部２００８を有する。また、プリンタ部２０３は
、トナー像が転写されたシートＳ上にトナー像を定着させるよう定着部３２７を構成する
ローラ対の回転及びローラ対の少なくとも一方が有するヒータへの投入電力を制御するた
めの定着制御部２００９を有する。また、プリンタ部２０３は、印刷部２へシートＳを給
紙するようカセット３１１、カセット３１２、カセット３１３、カセット３１４が備える
ローラの駆動を制御するための給紙装置制御部２０１０を備えている。
【００２９】
　＜操作部の構成＞
　次に、図４を用いて印刷装置１０５が備える操作部２０４の構成について説明する。
【００３０】
　操作部２０４は、各種ハードキー４－２４１～４－２４６を含むハードキー群４－２４
０を備える。また、操作部２０４は、液晶表示装置からなるドットマトリックスで構成さ
れる液晶表示部４－２５０を有する。液晶表示部４－２５０は表面にタッチパネルを備え
ている。操作部２０４は、印刷装置１０５の操作者がキー表示部を押下したことによりキ
ー入力がされたことを検知し、ＣＰＵ２０５へキー入力に応じた信号を送信する。そして
、ＣＰＵ２０５は、ＲＯＭ２０７に記憶されたプログラムに基づいて印刷装置１０５を制
御し、受信した信号に応じた動作を実行する。
【００３１】
　キー４－２４３は電源キーで、電源のＯＮ／ＯＦＦをする為のキーである。キー４－２
４４は節電キーで、節電モードにする／節電モードを解除する為のキーである。スタート
キー４－２４１は、スキャナ部２０１による原稿上の画像の読み取り動作を開始させる指
示等の各種処理をスタートさせる指示を操作者に入力させる為のキーである。ストップキ
ー４－２４２は、印刷装置１０５を含む製本システム２０００により実行中の動作を中止
させる指示を操作者に入力させる為のキーである。
【００３２】
　また、キー群４－２４５は、コピー枚数、ズーム倍率等を入力させる０～９までのテン
キーとその入力をクリアするためのクリアキーを有する。このキー郡４－２４５で入力さ
れたコピー部数は、液晶表示部４－２５３に表示される。リセットキー４－２４６は、液
晶表示部４－２５０やハードキー群４－２４０を介して操作者により設定された設定条件
を初期状態に戻すためのキーである。
【００３３】
　液晶表示部４－２５０は、ＣＰＵ２０５からの指示により、製本システム２０００の動
作状態等を表示する。液晶表示部４－２５０には、タッチキーも表示される。液晶表示部
４－２５０において、キー４－２５２は、印刷装置１０５が印刷処理に用いるシートＳ（
用紙）が積載されたカセットを選択するキーである。ＣＰＵ２０５は、このキーが操作者
により押下されると、液晶表示部４－２５０に図５に示す用紙選択画面を表示するよう操
作部２０４を制御する。
【００３４】
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　図５（ａ）に示す用紙選択画面のキー群４－２７１で印刷処理に用いるカセット（カセ
ット３１１～３１５のいずれか）が選択される。そして、ＣＰＵ２０５は、閉じるキー４
－２７０が操作者により押下されると、この画面は閉じて図４の画面に戻し、選択された
カセットを表示部４－２５１に表示させる。
【００３５】
　図４のキー４－２５８、４－２６２は、濃度調整を行うためのキーである。ＣＰＵ２０
５は、これらのキーにより調整される濃度を表示部４－２６３に表示させる。キー４－２
５９は、自動濃度調整機能をＯＮ／ＯＦＦするためのキーである。キー４－２６１は写真
モード／テキストモード等の設定を行うためのキーである。
【００３６】
　キー４－２５４，キー４－２５５は、それぞれ等倍，縮小／拡大を設定するためのキー
である。キー４－２５５が押下されると、ＣＰＵ２０５は液晶表示部４－２５０に、図５
（ｂ）に示す倍率画面を表示させ、拡大縮小を詳細に設定可能にする。図に示す倍率画面
のキー群４－２７３で倍率が選択され、閉じるキー４－２７２が操作者により押下される
と、ＣＰＵ２０５はこの画面は閉じて図４の画面に戻す。そして、ＣＰＵ２０５は、設定
された倍率を表示部４－２５１に表示させる。
【００３７】
　キー４－２５７は両面キーで、キー４－２５７が押下されると、ＣＰＵ２０５は液晶表
示部４－２５０に、図５（ｃ）に示す両面印刷設定画面を表示させる。以下、両面印刷の
設定に関して図５（ｃ）を参照して説明する。
【００３８】
　図５（ｃ）において、キー４－２８０は、片面にのみ画像が印刷された原稿（以下、片
面原稿）を用いてシートの両面に印刷処理するための設定キーである。そして、キー４－
２８１は、両面に画像が印刷された原稿（以下、両面原稿）を用いてシートの両面に印刷
処理するための設定キーである。キー４－２８３は、両面原稿をもちいてシートの片面の
みに印刷処理するための設定キーである。また、キー４－２８４は、ページ連写両面を行
うための設定キーである。
【００３９】
　キー４－２８５は、図５（ｃ）の両面印刷設定画面において操作者によりなされた設定
を有効にするためのキーである。このキーが押下されると、ＣＰＵ２０５は、図５（ｃ）
の両面印刷設定画面での設定を有効にし、液晶表示部４－２５０の表示を図４の画面に戻
す。また、キー４－２８２は、図５（ｃ）において行った設定を取り消すためのキーであ
り、このキーが押下されると、ＣＰＵ２０５は、図５（ｃ）の両面印刷設定画面での設定
を無効にし、液晶表示部４－２５０の表示を図４の画面に戻す。
【００４０】
　図４の表示画面上のキー４－２５６は、印刷装置１０５が印刷処理した用紙（シート）
を製本システム２０００における何れの装置に排紙するかをユーザにより入力可能にする
為のキーである。
【００４１】
　図７は、給紙カセット（カセット３１１～３１５のいずれか）に積載するシートＳのサ
イズを指定するための操作画面である。図７の操作画面は、図５（ａ）にて給紙カセット
のいずれか１つ（カセット３１１～３１５のいずれか）が選択された後に表示される画面
である。図７の画面上のキー群７０１は、図５（ａ）にて選択されたシートに積載するシ
ートのサイズを操作者により設定させる為のキーである。例えば、操作者により、図７の
画面上の「Ａ４」サイズが押下され「次へ」キーが押下されると、ＣＰＵ２０５は、液晶
表示部４－２５０に図８に示す操作画面を表示させる。
【００４２】
　図８は、給紙トレイに積載される用紙の種類を設定するための操作部２０４の表示画面
を示す図である。
【００４３】
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　図８において８０１～８０８のいずれかを押下することにより、用紙種類を設定する。
そして、印刷装置１０５の使用者がキー８１０を押下することで、用紙の種類が確定し、
図５（ａ）の操作画面に戻る。
【００４４】
　以上のように図５（ａ）にて選択されたカセットに積載される用紙について、図７で用
紙サイズが設定され、図８で用紙種類が設定される。そして、ＣＰＵ２０５は、設定され
た用紙に付与された用紙ＩＤを各々の給紙トレイに対応付けてＨＤＤ２０９に給紙トレイ
情報として記憶させる。給紙トレイ情報の一例を示したものが、図１４である。例えば、
コンピュータ端末２３３から印刷ジョブを受信して印刷処理を実行する場合に、給紙トレ
イ（給紙元）のみを指定した印刷ジョブがコンピュータ端末２３３にて生成される場合が
ある。このような場合、印刷ジョブには給紙トレイを特定する情報が含まれているので、
ＣＰＵ２０５は図１４の給紙トレイを参照することで、印刷処理で用いる用紙の種類を特
定することができる。
【００４５】
　次に、ＨＤＤ２０９に記憶される用紙情報について説明する。
【００４６】
　印刷装置１０５は、プリンタ部２０３にて印刷処理を実行するにあたって、各種の制御
情報を用いて印刷処理を実行する。ここでいう制御情報とは、定着部３２７を加熱する際
の温度値や、転写部３２５にて印加する転写電圧値や、用紙をプリンタ部２０３にて搬送
させる際の搬送速度値（印刷速度値）等のプリンタ部２０３の各部を制御するための情報
をいう。印刷装置１０５は、様々な種類の用紙を用いて印刷処理を実行することが想定さ
れるが、どのような種類の用紙を用いた場合でも一定の印刷結果が得られることが望まれ
る。そこで、印刷装置１０５は、用紙情報に制御情報をも含ませておくことで、用紙の種
類に応じて転写電圧、印刷速度及び定着温度を適切に制御する。
【００４７】
　用紙情報について、本実施形態においては、Ｔｙｐｅ１、Ｔｙｐｅ２及びＴｙｐｅ３と
いう３つのタイプの用紙情報が存在する。
【００４８】
　まず、用紙情報の１種であるＴｙｐｅ１の用紙情報について説明する。
【００４９】
　Ｔｙｐｅ１とは、印刷装置１０５のＨＤＤ２０９に予め（例えば、製造時）記憶されて
いる用紙情報であり、図９に示すようなテーブルとしてＨＤＤ２０９に記憶されている。
図９のテーブルにおいて、ＩＤとは複数種類のＴｙｐｅ１の用紙を識別するための情報で
あり、印刷装置１０５のＣＰＵ２０５は、このＩＤにより用紙の種類を判別する。用紙名
称とは、用紙に与えられた名称を示すものである。また坪量とは、用紙の１ｍ２辺りの重
量を示すものであり、表面性とは用紙の表面の材質を示すものである。なお、用紙の坪量
と、用紙の材質は、用紙そのものの特性を示す情報であるので、用紙特性情報と呼ぶ。
【００５０】
　また、定着温度は定着部３２７を加熱する際の温度値であり、印刷速度はプリンタ部２
０３にて印刷処理を実行するにあたって用紙を搬送させる際の搬送速度値である。また、
転写電圧は、転写部３２５にて用紙に印加する転写電圧値を示すものである。Ｔｙｐｅ１
の用紙情報に含まれる用紙は、印刷装置１０５の操作部２０４から印刷処理に用いる用紙
として選択することができる。具体的には、Ｔｙｐｅ１の用紙情報に含まれる用紙は、図
８の操作画面にて選択できるようになっている。図９の例では、印刷装置１０５のＨＤＤ
２０９にＴｙｐｅ１の用紙として８種類の用紙が登録されている場合を示したが、８種類
に限らず任意の種類をＴｙｐｅ１として予め登録しておくようにしても良い。
【００５１】
　次に、用紙情報の１種であるＴｙｐｅ３の用紙情報について説明する。
【００５２】
　Ｔｙｐｅ３とは、印刷装置１０５のＨＤＤ２０９に予め（例えば、製造時）記憶されて
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いる用紙情報であり、この点ではＴｙｐｅ１の用紙情報と同じである。しかし、Ｔｙｐｅ
３がＴｙｐｅ１と異なる点は、Ｔｙｐｅ３の用紙情報に含まれる用紙が、印刷装置１０５
の印刷処理に用いる用紙として図８の画面にて選択することができない点である。つまり
、Ｔｙｐｅ３の用紙情報に含まれる用紙は、印刷装置１０５による印刷処理には用いるこ
とができず、後述するＴｙｐｅ２の用紙情報として登録することで、初めて印刷処理に用
いることができるようになる。印刷処理に用いる用紙は数千種類のものが市場に存在する
が、これら全ての種類の用紙について印刷装置１０５の印刷処理にて用いることができる
ようにするのは問題がある。具体的には、図８のような操作画面にて、数千種類の用紙の
中から所望の用紙を選択するのは困難である。そこで、印刷装置１０５は、Ｔｙｐｅ３の
用紙の中から印刷装置１０５の使用者が必要とする種類の用紙だけを印刷処理にて用いる
ことができるようにする。
【００５３】
　具体的には、Ｔｙｐｅ３の用紙情報に含まれる用紙を印刷装置１０５による印刷処理に
用いることができるようにする場合、印刷装置１０５の使用者は、図８の操作画面におい
て、用紙の登録キー８１０を押下する。ＣＰＵ２０５は、用紙の登録キー８１０が押下さ
れたことに応じて、図１２に示す操作画面を操作部２０４に表示させる。図１２の操作画
面においては、Ｔｙｐｅ３に含まれる用紙が選択できる。図１２に示した例では、Ｔｙｐ
ｅ３の中でＩＤが０２３４－００００～０２４１－００００に相当する８種類の用紙が選
択できるように表示されている。この８種類の用紙を特定する部分（１２０１～１２０８
）が押下され、ＯＫキー１２０９が押下されると、図８において選択できる用紙として新
たな用紙がＴｙｐｅ２の用紙情報として登録される。このような登録が行われることで、
印刷装置１０５が印刷処理に用いることができる用紙が新たに登録（追加）されることと
なる。なお、図１２の例では８種類のＴｙｐｅ３に含まれる用紙が選択できるものとした
が、Ｔｙｐｅ３には図１０に示す１０００種類の用紙が含まれるので、図１２の画面にお
いては、用紙情報をスクロール表示させることで１０００種類の用紙のいずれかが選択で
きるものとする。
【００５４】
　次に、用紙情報の１種であるＴｙｐｅ２の用紙情報について説明する。
【００５５】
　Ｔｙｐｅ２の用紙情報に含まれる用紙とは、Ｔｙｐｅ３に含まれる用紙のうち、図１２
の画面を用いた登録処理により新たに印刷装置１０５が印刷処理に使用できるものとなっ
た用紙のことをいう。また、Ｔｙｐｅ１に含まれる用紙を複製して新たにＴｙｐｅ２の用
紙として登録することもできる。複製を行う場合は、図８の操作画面にてＴｙｐｅ１に含
まれる用紙を選択した状態で、複製キー８１２を押下すればよい。キー８１２を押下する
と、Ｔｙｐｅ１の用紙とは別にＴｙｐｅ２の用紙として新たな用紙が追加される。Ｔｙｐ
ｅ２の用紙情報の一例を示したものが図１１である。なお、Ｔｙｐｅ１から複製したＴｙ
ｐｅ２の用紙は、Ｔｙｐｅ１の用紙と同じ用紙情報となるが、用紙名称については重複し
ないように書き換えられる。なお、Ｔｙｐｅ２に含まれる用紙については、図８にて編集
キー８１１を押下することで、用紙の編集をすることが可能である。一例として、図９に
示すＴｙｐｅ１の用紙情報の中からＩＤが０００２－００００の用紙情報をＴｙｐｅ２の
用紙情報として新たに登録（複製）した場合について説明する。この場合、図８のキー８
０２を押下した状態で複製キー８１２を押下することで新規の用紙情報がＴｙｐｅ２に登
録（複製）される。そして、Ｔｙｐｅ２として登録された用紙を図８の画面にて選択した
後に編集キー８１１を押下すると、図１３の操作画面が操作部２０４に表示される。ここ
で、印刷装置１０５の操作者は、変更キー１３０１を押下してその後に表示される画面（
不図示）にて操作部２０４を用いた文字入力を行うことで、用紙情報のうち用紙名称情報
を変更することができる。また、印刷装置１０５の操作者は、変更キー１３０２を押下し
てその後に表示される画面（不図示）にて操作部２０４を用いた数値入力を行うことで、
用紙情報のうち坪量情報を変更することができる。また、印刷装置１０５の操作者は、変
更キー１３０３を押下してその後に表示される画面（不図示）にて操作部２０４を用いた
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選択処理（上質、再生、コートのいずれかの選択処理）を行うことで、用紙情報のうち表
面性情報を変更することができる。また、印刷装置１０５の操作者は、変更キー１３０４
を押下してその後に表示される画面（不図示）にて操作部２０４を用いた数値入力を行う
ことで、用紙情報のうち定着温度情報を変更することができる。また、印刷装置１０５の
操作者は、変更キー１３０５を押下してその後に表示される画面（不図示）にて操作部２
０４を用いた数値入力を行うことで、用紙情報のうち印刷速度情報を変更することができ
る。また、印刷装置１０５の操作者は、変更キー１３０６を押下してその後に表示される
画面（不図示）にて操作部２０４を用いた数値入力を行うことで、用紙情報のうち転写電
圧情報を変更することができる。
【００５６】
　なお、以上の変更処理は、ＣＰＵ２０５が、操作部２０４に入力された情報に基づいて
、ＨＤＤ２０９に記憶されたＴｙｐｅ２の用紙情報を書き換えることにより実行される。
また、以上の変更処理の結果として操作部２０４には、印刷装置１０５が印刷処理に用い
ることができる用紙として、Ｔｙｐｅ１とＴｙｐｅ２の用紙情報を含むものが表示される
。
【００５７】
　次に、印刷装置１０５が印刷処理可能な印刷設定項目の組み合わせを示す設定許可情報
について説明する。
【００５８】
　スキャナ部２０１から入力される画像データを用いてプリンタ部２０３で印刷処理をす
る場合、印刷装置１０５の使用者は、複数の印刷設定項目の設定をしたうえで印刷処理を
実行させる。ここで、複数の印刷設定項目を設定可能な印刷装置１０５においては、複数
の印刷設定項目の組み合わせが印刷装置にて実行不可能な設定となってしまうことがある
。そこで、複数の印刷設定項目について、設定可能となる組み合わせを示す情報として設
定許可情報を予め記憶しておき、印刷装置が印刷処理できないような印刷設定がなされな
いようにする。図１５は、設定許可情報を示すテーブルであり、用紙タイプ毎に複数組の
設定許可情報が存在する。印刷設定項目として、図１５には、両面印刷が可能か否かを設
定する項目、用紙の給紙元として利用可能なカセットを設定する項目及び用紙の排紙先と
して利用可能な装置を設定する項目がある。また、設定許可情報は用紙サイズが異なる場
合には、同じ用紙タイプであっても異なる設定情報が存在する。例えば、Ａ４サイズの普
通紙については、断裁装置１０１が用紙の排紙先として選択できないものの、両面印刷可
能であり、いずれのカセット（又は手差し）であっても給紙元として選択可能であり、ス
タッカ装置１０４やくるみ製本装置１０３や中綴じ製本装置１０２のいずれも選択可能で
ある。なお、図１５に記載されているように、用紙種類としては、Ｔｙｐｅ１の用紙情報
に相当するものが用意されている。また、これらの複数組の設定許可情報は、ＨＤＤ１０
９に記憶されている。
【００５９】
　なお、設定許可情報としてＴｙｐｅ１に相当する情報だけでなく、Ｔｙｐｅ２及びＴｙ
ｐｅ３の用紙情報に対して予め用意しておくのは困難である。例えば、Ｔｙｐｅ３の用紙
情報として本実施形態では１０００種類もの用紙が存在するので、それら全種類について
設定許可情報を用意しておくのは困難である。そこで、本実施形態では、印刷処理するた
めの複数の印刷設定項目について各印刷設定項目にて設定可能な内容の組み合わせを示す
設定許可情報を用紙種類に応じて増加させることなく、適切に複数の印刷設定項目の印刷
設定を実行することができるようにする。具体的には、ＣＰＵ２０５は、図１６のテーブ
ルを用いてＴｙｐｅ２の用紙情報に対して、図１５における複数組の設定許可情報の中か
らいずれか１つの設定許可情報を選択することで、複数の設定許可情報を増加させること
なく、適切に複数の印刷設定項目の印刷設定を実行する。図１６は、Ｔｙｐｅ２の用紙情
報をＴｙｐｅ１の用紙情報と対応付けるためのテーブルである。
【００６０】
　次に、図１７を用いて、ＣＰＵ２０５がＴｙｐｅ２の用紙情報に対して図１５にあるＴ
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ｙｐｅ１に対応付けられた複数の設定許可情報のいずれかを選択し、印刷処理を実行する
動作を説明する。図１７は、ＣＰＵ２０５がＨＤＤ２０９に記憶された制御プログラムに
基づいて実行される動作である。
【００６１】
　図１７のステップＳ１７０１でＣＰＵ２０５は、図５（ａ）の操作画面を介して使用者
により選択された給紙元（カセット３１１～３１４及び手差し３１５のいずれか）を印刷
処理に用いる用紙の給紙元として選択する。
【００６２】
　ステップＳ１７０２で、ＣＰＵ２０５は、図５（ａ）の操作画面に引き続いて表示され
る図７の操作画面にて使用者により選択された用紙サイズを、印刷処理に用いる用紙の用
紙サイズとして選択（指定）する。
【００６３】
　ステップＳ１７０３で、ＣＰＵ２０５は、図７の操作画面に引き続いて表示される図８
の操作画面にて使用者により選択された用紙種類を、印刷処理に用いる用紙の用紙種類と
して選択する。なお、図８の例では、操作画面にはＴｙｐｅ１に相当する用紙情報しか表
示されていないが、このステップでは、用紙情報を表示する画面をスクロールさせ、Ｔｙ
ｐｅ２として登録されている図１１の“ＡＢＣ　Ｃｏａｔｅｄ　１”（ＩＤ＝０２３６－
０００１）が選択されたものとする。
【００６４】
　ステップＳ１７０４で、ＣＰＵ２０５は、ステップＳ１７０３にて選択した用紙種類に
対応する用紙情報、図１５及び図１６のテーブルを参照し、ステップＳ１７０３にて選択
した用紙種類に対応する設定許可情報を選択する。具体的には、ＣＰＵ２０５は、ステッ
プＳ１７０３にて選択した用紙種類の坪量が２００ｇ／ｍ２であり、表面性がコートであ
ることから、図１６にて“コート紙２”を選択し、更に“コート紙２”に対応する設定許
可情報を図１５にて選択する。ステップＳ１７０４で、ＣＰＵ２０５が選択した設定許可
情報では、両面印刷が使用不可、くるみ製本装置が使用不可、断裁装置が使用不可となっ
ている。
【００６５】
　ステップＳ１７０５で、ＣＰＵ２０５は、ステップＳ１７０４で選択した設定許可情報
に基づいて他の印刷設定を行う。ここでは、印刷設定項目として両面印刷の設定項目、排
紙先の設定項目について説明する。まず、両面印刷の設定を行う場合は、図４の操作画面
において、キー４－２５７を押下する。そうすると、ＣＰＵ２０５は、操作部２０４に図
５（ｃ）に示す操作画面を表示させる。ここで、ステップＳ１７０４で選択した設定許可
情報では、両面印刷の設定が不可となっているので、ＣＰＵ２０５は、図５（ｃ）に示す
操作画面では、キー４－２８０及びキー４－２８１が押下できないようにする。即ち、Ｃ
ＰＵ２０５は、Ｔｙｐｅ２の“ＡＢＣ　Ｃｏａｔｅｄ　１”を印刷処理にて使用する場合
は、両面印刷処理が実行できないように制御する。次に、排紙先の設定を行う場合は、図
４の操作画面において、キー４－２５６を押下する。そうすると、ＣＰＵ２０５は、操作
部２０４に図１８に示す操作画面を表示させる。ここで、ステップＳ１７０４で選択した
設定許可情報では、排紙先として断裁装置１０１の設定が不可となっているので、ＣＰＵ
２０５は、図１８に示す操作画面では、キー１８０４が押下できないようにする。即ち、
ＣＰＵ２０５は、Ｔｙｐｅ２の“ＡＢＣ　Ｃｏａｔｅｄ　１”を印刷処理にて使用する場
合は、排紙先として断裁装置１０１が指定できないように制御する。なお、ＣＰＵ２０５
は、図１８に示す操作画面にて印刷装置１０５の使用者が排紙先としてスタッカ装置１０
４、くるみ製本装置１０３又は中綴じ製本装置１０２を選択した場合、各装置において用
紙に対する処理を設定するための操作画面（不図示）を操作部２０４に表示させる。
【００６６】
　ステップＳ１７０６で、ＣＰＵ２０５は、ステップＳ１７０１～ステップＳ１７０５の
各ステップにおいて設定した印刷設定に基づいて、プリンタ部２０３に印刷処理を実行さ
せる。なお、ステップＳ１７０６は、スキャナ部２０１の原稿給送ユニット２５０にシー
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ト束が積載された状態で図４のキー４－２４１を印刷装置１０５の使用者が押下したこと
を、ＣＰＵ２０５が検知することにより開始される。なお、プリンタ部２０１を制御する
ＣＰＵ２００３は、図１７のＳ１７０３で選択された用紙種類に対応する用紙情報に基づ
いて、プリンタ部２００３の各部を制御する。ステップＳ１７０３では、用紙種類として
“ＡＢＣ　Ｃｏａｔｅｄ　１”（ＩＤ＝０２３６－０００１）が選択されたので、図１１
に示すように用紙情報には、定着温度が１９１℃、印刷速度が２００ｍｍ／ｓｅｃ、転写
電圧が１．２ＫＶとなっている。そこで、ＣＰＵ２００３は、印刷処理時の定着部３２７
の定着温度が１９１℃となるよう定着制御部２００９を制御する。また、ＣＰＵ２００３
は、印刷処理時の用紙の搬送速度が２００ｍｍ／ｓｅｃとなるよう、シート搬送制御部２
００４を制御する。また、ＣＰＵ２００３は、印刷処理時の転写部３２５の転写電圧が１
．２ＫＶとなるよう転写制御部２００８を制御する。このように、用紙情報には、印刷処
理を実行する際のプリンタ部２０３に対する各種の設定情報が含まれているため、印刷装
置１０５は、用紙の種類に応じた適切な印刷処理を実行することができる。
【００６７】
　以上説明したように、本実施形態においては、印刷装置１０５にて使用可能な用紙の種
類としてＴｙｐｅ１の用紙情報に対応するものに加えて、新たな用紙情報をＴｙｐｅ３か
ら登録してＴｙｐｅ２の用紙情報を登録（生成）することができる。また、Ｔｙｐｅ１の
用紙情報の中から新たにＴｙｐｅ２の用紙情報を生成することができる。これにより、印
刷装置１０５で、Ｔｙｐｅ１の用紙情報とＴｙｐｅ２の用紙情報のいずれかに対応するも
のが印刷処理に使用可能になる。そして、Ｔｙｐｅ２の用紙情報に対応する用紙について
は、印刷処理をするための複数の印刷設定項目について各印刷設定項目にて設定可能な内
容の組み合わせを示す設定許可情報を、Ｔｙｐｅ２の用紙情報に対して設けられている設
定許可情報の中から選択することができる。
【００６８】
　そして、以上説明したような本実施形態によれば、印刷装置が使用可能な用紙情報を新
たに登録（追加）した場合であっても、印刷処理するための複数の印刷設定項目について
各印刷設定項目にて設定可能な内容の組み合わせを示す設定許可情報を増加させることが
ない。また、印刷装置が使用可能な用紙情報を新たに登録（追加）した場合であっても、
適切な設定許可情報を選択することで、適切に複数の印刷設定項目の印刷設定を実行する
ことができる。
【００６９】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明にかかる第２の実施形態について説明する。
【００７０】
　第２の実施形態は第１の実施形態の変形例である。第１の実施形態では、プリンタ部２
０３が印刷処理を実行するのに用いる画像データは、スキャナ部２０１から入力されたも
のであったが、第２の実施形態では外部装置であるコンピュータ端末２３３から外部Ｉ／
Ｆ２０２を介して入力される点が異なる。
【００７１】
　図１９は、外部装置としてのコンピュータ端末２３３の構成を示す図である。
【００７２】
　図１９において、コンピュータ端末２３３は、ＲＯＭ９０３のプログラム用ＲＯＭある
いは外部メモリ９１１に記憶された文書処理プログラム等に基づいて図形、イメージ、文
字、表（表計算等を含む）等が混在した文書処理を実行するＣＰＵ９０１を備える。ＣＰ
Ｕ９０１は、システムバス９０４に接続される各バスデバイスを総括的に制御する。また
、ＲＯＭ９０３のプログラム用ＲＯＭあるいは外部メモリ９１１には、ＣＰＵ９０１の制
御プログラムであるオペレーティングシステムプログラム（以下ＯＳ）や後述するプリン
タドライバ等が記憶されている。ＲＯＭ９０３のフォント用ＲＯＭあるいは外部メモリ９
１１には文書処理の際に使用するフォントデータ等が記憶されている。また、ＲＯＭ９０
３のデータ用ＲＯＭあるいは外部メモリ９１１には文書処理等を行う際に使用する各種デ
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ータが記憶される。ＲＡＭ９０２は、ＣＰＵ９０１の主メモリ、ワークエリア等として機
能する。
【００７３】
　キーボードコントローラ（ＫＢＣ）９０５は、キーボード９０９や不図示のポインティ
ングデバイスからのキー入力を制御する。ＣＲＴコントローラ（ＣＲＴＣ）９０６は、Ｃ
ＲＴディスプレイ（ＣＲＴ）９１０の表示を制御する。ディスクコントローラ（ＤＫＣ）
９０７は、ハードディスク（ＨＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ＦＤ）等の外部
メモリ９１１とのアクセスを制御する。外部メモリ９１１は、ブートプログラム、各種の
アプリケーション、プリンタ制御コマンド生成プログラム（以下プリンタドライバ）等を
記憶する。プリンタコントローラ（ＰＲＴＣ）９０８は、ネットワーク２３２を介して印
刷装置１０５に接続されて、印刷装置１０５との通信制御処理を実行する。
【００７４】
　図２５は、コンピュータ端末２３３のソフトウェア構成図である。アプリケーション１
００１、グラフィックエンジン１００２、プリンタドライバ１００３、およびシステムス
プーラ１００４は、外部メモリ９１１に保存されたソフトウェアプログラムとして存在す
る。
【００７５】
　外部メモリ９１１に保存されているアプリケーション１００１は、ＲＡＭ９０２にロー
ドされて実行される。そして、アプリケーション１００１から印刷装置１０５に対して印
刷ジョブを送信する際には、ＲＡＭ９０２にロードされ実行可能となっているグラフィッ
クエンジン１００２を利用して出力（描画）を行う。
【００７６】
　グラフィックエンジン１００２が出力したデータは、プリンタドライバ１００３に渡さ
れる。プリンタドライバ１００３は、外部メモリ９１１からＲＡＭ２にロードされ、ＣＰ
Ｕ９０１により実行されるものである。そして、プリンタドライバ１００３は、グラフィ
ックエンジン１００２から渡されたデータを印刷装置１０５が解釈可能な制御コマンド（
例えば、ＰＤＬコマンド）に変換する。制御コマンドは、ＯＳによってＲＡＭ９０２にロ
ードされたシステムスプーラ１００４を経てネットワーク２３２経由で印刷装置１０５へ
出力される仕組みとなっている。そして、このような制御コマンドを、印刷ジョブと呼ぶ
ものとする。
【００７７】
　なお、プリンタドライバ１００３による印刷ジョブの生成を行うためには、印刷装置１
０５における印刷処理条件（印刷処理に用いるシートの種類、両面・片面印刷の指定等の
印刷設定項目の組み合わせを示すもの）を設定する必要がある。この設定は、通常プリン
タドライバ２０３が提供するウィンドウ（ＣＲＴ９１０上に表示するもの）から行う。そ
して、プリンタドライバ２０３は、ウィンドウを介してコンピュータ端末２３３の操作者
が設定した内容を印刷ジョブに印刷処理条件として付加する。
【００７８】
　図２０は、コンピュータ端末２３３にインストールされているプリンタドライバ１００
３が印刷処理設定項目を設定するためのウィンドウを示す図である。
【００７９】
　コンピュータ端末２３３は、アプリケーション１００１にて文書を作成している際に、
プリンタドライバ１００３を起動させることで図２０の設定画面をＣＲＴ９１０に表示さ
せる。
【００８０】
　図２０の設定画面において、コンピュータ端末２３３の操作者（使用者）は、プリンタ
名選択ボックス１１０１を不図示のポインティングデバイス等を用いて操作する。この操
作により、コンピュータ端末２３３が印刷ジョブを送信する送信先として、印刷装置１０
５又は他の印刷装置が選択される。図２０においてコンピュータ端末２３３は、印刷装置
１０５を選択している。また、コンピュータ端末２３３を操作する操作者は、印刷範囲選
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択ボックス１１０２を、ポインティングデバイス等を用いて操作する。これにより、アプ
リケーション１００１が生成する文書のうち所望のページが印刷装置１０５にて印刷すべ
き範囲として決定する。プリンタドライバ１００３は、操作者が「すべて」を選択した場
合には、アプリケーション１００１が生成した文書の全てのページを印刷対象とする。ま
た、プリンタドライバ１００３は、操作者が「現在のページ」を選択した場合には、アプ
リケーション１００１が生成した複数ページの文書のうち現在ＣＲＴ９１０上に表示され
ているページを印刷対象とする。また、プリンタドライバ１００３は、操作者が「ページ
指定」を選択した場合には、アプリケーション１００１が生成した複数ページの文書のう
ちエディットボックス１１０３に入力されているページを印刷対象とする。また、プリン
タドライバ１００３は、操作者が印刷部数設定ボックス１１０４に入力した部数を印刷対
象の部数にする。
【００８１】
　そして、コンピュータ端末２３３の操作者は、印刷装置１０５へ送信する印刷ジョブの
印刷処理条件の設定が終了したならばＯＫボタン１１０６を押下する。それにより、プリ
ンタドライバ１００３は、印刷ジョブの生成を開始する。なお、コンピュータ端末２３３
の操作者は、印刷ジョブの生成を中止する場合には、キャンセルボタン１１０７を押下す
る。
【００８２】
　図２１は、図２０のプリンタドライバのプロパティ設定画面においてプロパティボタン
１１０５を押下したときに表示される画面を示す図である。
【００８３】
　コンピュータ端末２３３を操作する操作者は、原稿サイズ選択ボックス２１０１を不図
示のポインティングデバイス等を用いて操作する。この操作により、プリンタドライバ１
００３は、アプリケーション１００１が編集する文書における各ページの原稿サイズを選
択する。なお、通常はアプリケーション１００１が編集する文書には原稿サイズが指定さ
れているので、この原稿サイズが自動的に選択される（図２１ではＡ４）。また、プリン
タドライバ１００３は、操作者が出力用紙サイズ選択ボックス２１０２について「原稿サ
イズと同じ」を選択した場合には、印刷装置１０５にて印刷処理（出力処理）に用いるシ
ートのサイズとしてＡ４サイズを選択する。なお、操作者は出力用紙サイズとして、「原
稿サイズと同じ」を選択する以外にも「Ａ３サイズ」、「Ｂ５サイズ」等の所望のシート
サイズを選択することができる。ただし、この場合は、原稿サイズと異なるサイズが選択
されるので、プリンタドライバ１００３は、倍率を変更しつつ印刷ジョブを生成する。ま
た、プリンタドライバ１００３は、操作者が部数選択ボックス１２０３について所望の印
刷部数を入力したことに応じて入力された部数を印刷ジョブに設定する。また、プリンタ
ドライバ１００３は、操作者が印刷方向指定ボックス１２０４にて選択した印刷方向を入
力する。
【００８４】
　そして、操作者がＯＫボタン２１０５を選択したことにより原稿サイズ選択ボックス２
１０１、出力用紙サイズ選択ボックス２１０２、部数選択ボックス２１０３、印刷方向指
定ボックス２１０４に入力されている値を確定する。一方、操作者がキャンセルボタン１
２０６を選択したことによりボックス２１０１～２１０４に入力されている値を確定せず
に予め定められている初期設定に戻す。
【００８５】
　図２２は、図２０のプリンタドライバ１００３のプロパティ設定画面において仕上げタ
ブ２１０８が選択されたときに表示される画面を示す図である。
【００８６】
　コンピュータ端末２３３を操作する操作者は、印刷方法選択ボックス２２０１を不図示
のポインティングデバイス等を用いて操作する。この操作により、プリンタドライバ１０
０３は、印刷ジョブを印刷装置１０５にて印刷処理させるときのの印刷方法（印刷処理条
件の１つ）を選択する。なお、印刷方法としては、シートの片面のみに印刷処理をする「
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片面印刷」、シートの両面に印刷処理をする「両面印刷」等がある。
【００８７】
　また、コンピュータ端末２３３を操作する操作者は、シート処理選択ボックス２２０４
を不図示のポインティングデバイス等を用いて操作する。この操作により、プリンタドラ
イバ１００３は、印刷装置１０５にて印刷処理されたシートを排紙する排紙先の装置を選
択する。選択できる排紙先の装置としては、スタッカ装置１０４、断裁装置１０１、中綴
じ製本装置１０２、くるみ製本装置１０３がある。
【００８８】
　そして、操作者がＯＫボタン２２０２を選択したことにより印刷方法選択ボックス２２
０１及びシート処理選択ボックス２２０４に入力されている値を確定する。一方、操作者
がキャンセルボタン２２０３を選択したことにより印刷方法選択ボックス２２０１及びシ
ート処理選択ボックス２２０４に入力されている値を確定せずに予め定められている初期
設定に戻す。
【００８９】
　図２３は、図２１のプリンタドライバ１００３のプロパティ設定画面において給紙タブ
２１０９が選択されたときに表示される画面を示す図である。
【００９０】
　コンピュータ端末２３３を操作する操作者は、用紙の給紙方法選択ボックス２３０１を
不図示のポインティングデバイス等を用いて操作する。この操作により、プリンタドライ
バ１００３は、印刷ジョブを印刷装置１０５にて印刷処理させるときに用いる用紙の指定
方法を選択する。なお、図２３の例では、用紙の指定方法として用紙種類で指定する方法
が選択されている。そして、用紙種類で指定する方法が選択された場合、用紙種類を指定
するための表示２３０２がされる。なお、２３０２に表示される用紙としては、プリンタ
ドライバ１００３がコンピュータ端末２３３にインストールされた時点においては、前述
したＴｙｐｅ１に相当する用紙だけが表示されることとなる。しかし、前述した通り、使
用者がＴｙｐｅ３の用紙情報を新たにＴｙｐｅ２の用紙情報として登録することにより、
印刷装置１０５は新たな用紙を印刷処理に使用することが可能となる。ところが、コンピ
ュータ端末１００３のプリンタドライバ１００３は、印刷装置１０５から、印刷装置１０
５にて新たに登録された用紙に関する用紙情報を取得しなければ、Ｔｙｐｅ２の用紙を印
刷処理で使用する用紙として選択することができない。そこで、図２３の画面には用紙情
報取得キー２３０３が設けられている。コンピュータ端末２３を操作する操作者は、用紙
情報取得キー２３０３をポインティングデバイスにてクリックすることにより、印刷装置
１０５からＴｙｐｅ２の用紙情報（図１１に示すテーブル）をコンピュータ端末２３３の
外部メモリ９１１に転送させることができる。そして、コンピュータ端末２３３のプリン
タドライバ１００３は、外部メモリ９１１に記憶されたＴｙｐｅ２の用紙情報と、予めプ
リンタドライバ１００３が情報として持っているＴｙｐｅ１の用紙情報とを、２３０２と
して表示させることができる。コンピュータ端末２３を操作する操作者は、表示２３０２
の中から印刷ジョブを印刷処理させるのに用いる用紙種類をポインティングデバイスで指
定する。そして、操作者がＯＫボタン２３０４を選択したことにより用紙種類を確定する
。
【００９１】
　以上の図２１、図２２、図２３のプリンタドライバのプロパティ設定画面における設定
が終了すると（ＯＫボタン２１０５、ＯＫボタン２２０２、ＯＫボタン２３０４が押下さ
れると）、図２０のプリンタドライバの設定画面に戻る。
【００９２】
　そして、図２０のプリンタドライバの設定画面におけるＯＫボタン１１０６が押下され
ると、外部装置は、プロパティ設定画面において設定された設定内容と、アプリケーショ
ンデータとを合成して１つの印刷ジョブを生成する。さらに、コンピュータ端末２３３は
、印刷ジョブを印刷装置１０５へ送信する。
【００９３】
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　なお、印刷ジョブのデータ構造の具体例を図２４に示す。
【００９４】
　図２４は、コンピュータ端末２３３が印刷装置１０５に送信する印刷ジョブのデータ構
造を示す図である。
【００９５】
　図２４において２４０１は印刷ジョブＩＤであり、コンピュータ端末２３３が印刷装置
１０５に印刷ジョブを送信する場合に、印刷ジョブを特定できるよう印刷ジョブに付与さ
れる固有のＩＤである。また、２４０２は出力方法指定情報であり、印刷方法選択ボック
ス１３０１にて選択された印刷方法を特定する情報である。また、２４０３は給紙部指定
情報であり、給紙部選択ボックス（２３０１にて“給紙元で指定”が選択された場合に表
示されるボックス）にて選択された給紙部を特定する情報である。また、２４０４は用紙
情報であり、出力用紙サイズ選択ボックス１２０２にて選択された出力用紙サイズを特定
する用紙サイズ情報を含む情報である。また、用紙情報には、用紙種類を示す用紙種類情
報も含む。図２３の表示２３０２にて選択された用紙種類が“カスタム普通紙１”であっ
た場合、用紙種類情報は用紙ＩＤ（０００２－０００１）となる。
【００９６】
　また、２４０５は印刷部数指定情報であり、印刷部数設定ボックス１１０４にて入力さ
れた印刷部数を特定する情報である。また、２４０６は、印刷ジョブ名であり、アプリケ
ーションにて管理する際のファイル名を示すテキストデータが印刷ジョブ名として付与さ
れている。そして、２４０７は、ドキュメントデータであり、コンピュータ端末２３３上
で動作するアプリケーションにて生成されたドキュメント（文書）のデータである。
【００９７】
　なお、コンピュータ端末２３３は、印刷設定項目の組み合わせを示す設定許可情報とし
てＴｙｐｅ１の用紙情報（図１５）に相当するものを外部メモリ９１１に記憶している。
また、図１６のテーブルも外部メモリ９１１に記憶している。そして、第１の実施形態に
おいて印刷装置１０５が実行していたのと同様に、プリンタドライバ１００３は、外部メ
モリ９１１に記憶された設定許可情報に基づいて印刷装置１０５が印刷処理できないよう
な印刷設定がされないようにする。
【００９８】
　ここで、図２６を用いて、プリンタドライバ１００３がＴｙｐｅ２の用紙情報に対して
図１５にあるＴｙｐｅ１に対応付けられた複数の設定許可情報のいずれかを選択し、印刷
ジョブを生成する動作を説明する。図２６は、ＣＰＵ９０１により動作するプログラムと
してのプリンタドライバ１００３が実行する動作である。
【００９９】
　図２６のステップＳ２６０１でプリンタドライバ１００３は、図２１画面にて選択され
た出力用紙サイズを、印刷処理に用いる用紙の用紙サイズとして選択する。
【０１００】
　ステップＳ２６０２で、プリンタドライバ１００３は、図２３の画面にて使用者により
選択された用紙種類を、印刷処理に用いる用紙の用紙種類として選択する。なお、図２３
の例では、Ｔｙｐｅ２として登録されている“カスタム普通紙１”（ＩＤ＝００００２－
０００１）が選択されたものとする。
【０１０１】
　ステップＳ２６０３で、プリンタドライバ１００３は、ステップＳ２６０３にて選択し
た用紙種類に対応する用紙情報、図１５及び図１６のテーブルを参照し、ステップＳ２５
０２にて選択した用紙種類に対応する設定許可情報を選択する。具体的には、プリンタド
ライバ１００３は、ステップＳ２６０２にて選択した用紙種類の坪量が９５ｇ／ｍ２であ
り、表面性が上質であることから、図１６にて“普通紙”を選択し、更に“普通紙”に対
応する設定許可情報を図１５にて選択する。ステップＳ２６０３で、プリンタドライバ１
００３が選択した設定許可情報では、断裁装置が使用不可となっている。
【０１０２】
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　ステップＳ２６０４で、プリンタドライバ１００３は、ステップＳ２６０３で選択した
設定許可情報に基づいて他の印刷設定を行う。ここでは、印刷設定項目として両面印刷の
設定項目、排紙先の設定項目について説明する。まず、両面印刷の設定を行う場合は、図
２２の画面において、印刷方法選択ボックス１３０１において両面印刷を選択する。ここ
で、ステップＳ２６０３で選択した設定許可情報では、両面印刷の設定が可となっている
ので、プリンタドライバ１００３は、図２２の画面では、両面印刷が選択できるようにす
る。即ち、ＣＰＵ２０５は、Ｔｙｐｅ２の“カスタム普通紙１”を印刷処理にて使用する
場合は、両面印刷処理が実行できるように制御する。次に、排紙先の設定を行う場合は、
図２２の画面において、シート処理選択ボックス１３０４にて排紙先として指定する装置
を選択する。ここで、ステップＳ２６０３で選択した設定許可情報では、排紙先として断
裁装置１０１の設定が不可となっているので、プリンタドライバ１００３は、図２２の画
面では、断裁装置１０１が排紙先として選択できないようにする。即ち、プリンタドライ
バ１００３は、Ｔｙｐｅ２の“カスタム普通紙１”を印刷処理にて使用する場合であって
出力用紙サイズを“Ａ４”とする場合は、排紙先として断裁装置１０１が指定できないよ
うに制御する。まお、出力用紙サイズが“Ａ３”であればステップＳ２６０３にて選択さ
れる設定許可情報が異なったものとなるので、断裁装置１０１が指定できる。なお、プリ
ンタドライバ１００３は、図２２に示す画面にてコンピュータ端末２３３の使用者が排紙
先としてスタッカ装置１０４、くるみ製本装置１０３又は中綴じ製本装置１０２を選択し
た場合、各装置において用紙に対する処理を設定するための操作画面（不図示）を表示さ
せる。
【０１０３】
　ステップＳ２６０５で、プリンタドライバ１００３は、ステップＳ２６０１～ステップ
Ｓ２６０４の各ステップにおいて設定した印刷設定に基づいて、印刷ジョブを生成して印
刷装置１０５へ転送する。
【０１０４】
　なお、図２６のフローチャートによりプリンタドライバ１００３が生成した印刷ジョブ
を受信した印刷装置１０５は、図２４の印刷ジョブをＣＰＵ２０５にて解析することによ
り印刷処理を実行する。
【０１０５】
　具体的には、プリンタ部２０１を制御するＣＰＵ２００３は、印刷ジョブにて指定され
ている用紙情報に基づいて、プリンタ部２００３の各部を制御する。印刷ジョブでは、用
紙種類として“カスタム普通紙１”（ＩＤ＝００００２－０００１）が選択されたので、
図１１に示すように用紙情報には、定着温度が１７９℃、印刷速度が２４０ｍｍ／ｓｅｃ
、転写電圧が１．０ＫＶとなっている。そこで、ＣＰＵ２００３は、印刷処理時の定着部
３２７の定着温度が１７９℃となるよう定着制御部２００９を制御する。また、ＣＰＵ２
００３は、印刷処理時の用紙の搬送速度が２４０ｍｍ／ｓｅｃとなるよう、シート搬送制
御部２００４を制御する。また、ＣＰＵ２００３は、印刷処理時の転写部３２５の転写電
圧が１．０ＫＶとなるよう転写制御部２００８を制御する。このように、用紙情報には、
印刷処理を実行する際のプリンタ部２０３に対する各種の設定情報が含まれているため、
印刷装置１０５は、用紙の種類に応じた適切な印刷処理を実行することができる。
【０１０６】
　以上説明したように、本実施形態においては、プリンタドライバが、印刷ジョブにて指
定可能な用紙の種類としてＴｙｐｅ１の用紙情報に対応するものに加えて、新たな用紙情
報を印刷装置１０５から取得することできる。また、Ｔｙｐｅ１の用紙情報の中から新た
にＴｙｐｅ２の用紙情報を生成することができる。これにより、印刷装置１０５で、Ｔｙ
ｐｅ１の用紙情報とＴｙｐｅ２の用紙情報のいずれかに対応するものが印刷処理に使用可
能になる。そして、Ｔｙｐｅ２の用紙情報に対応する用紙については、印刷処理をするた
めの複数の印刷設定項目について各印刷設定項目にて設定可能な内容の組み合わせを示す
設定許可情報を、Ｔｙｐｅ２の用紙情報に対して設けられている設定許可情報の中から選
択することができる。
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【０１０７】
　そして、以上説明したような本実施形態によれば、印刷装置が使用可能な用紙情報を新
たに登録（追加）した場合であっても、プリンタドライバが印刷ジョブを生成するための
複数の印刷設定項目について各印刷設定項目にて設定可能な内容の組み合わせを示す設定
許可情報を増加させることがない。また、印刷装置が使用可能な用紙情報を新たに登録（
追加）した場合であっても、印刷装置から用紙情報を取得した上で適切な設定許可情報を
選択することで、プリンタドライバが適切に複数の印刷設定項目の印刷設定を実行するこ
とができる。
【０１０８】
　（他の実施形態）
　第１の実施形態及び第２の実施形態においては、設定許可情報を用紙サイズごとに異な
る設定許可情報として用意しておくものであったが他の態様であっても良い。例えば、用
紙サイズにかかわらず、用紙種類に対して１つの設定許可情報を設けるようにしてもよい
。
【０１０９】
　また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給することによっても達成され
る。この場合、そのシステムあるいは装置のコンピュータが記憶媒体に格納されたプログ
ラムコードを読み出し実行すること前述した実施形態の機能を実現する。この場合、記憶
媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実現することに
なり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。
【図面の簡単な説明】
【０１１０】
【図１】製本システムの全体構成を示す図である。
【図２】印刷装置の制御構成を示すブロック図である。
【図３】印刷装置の構成を示す図である。
【図４】操作部の構成を示す図である。
【図５】操作部に表示される操作画面を示す図である。
【図６】プリンタ部２０３の制御構成を示すブロック図である。
【図７】操作部に表示される操作画面を示す図である。
【図８】操作部に表示される操作画面を示す図である。
【図９】Ｔｙｐｅ１の用紙情報を示す図である。
【図１０】Ｔｙｐｅ３の用紙情報を示す図である。
【図１１】Ｔｙｐｅ２の用紙情報を示す図である。
【図１２】操作部に表示される操作画面を示す図である。
【図１３】操作部に表示される操作画面を示す図である。
【図１４】給紙トレイ情報を示す図である。
【図１５】設定許可情報を示す図である。
【図１６】Ｔｙｐｅ２の用紙情報をＴｙｐｅ１の用紙情報と対応付けるためのテーブルを
示す図である。
【図１７】ＣＰＵ２０５が実行する動作を示すフローチャートである。
【図１８】操作部に表示される操作画面を示す図である。
【図１９】コンピュータ端末の構成を示す図である。
【図２０】印刷処理設定項目を設定するためのウィンドウを示す図である。
【図２１】プロパティボタンを押下したときに表示される画面を示す図である。
【図２２】仕上げタブが選択されたときに表示される画面を示す図である。
【図２３】給紙タブが選択されたときに表示される画面を示す図である。
【図２４】印刷ジョブのデータ構造を示す図である。
【図２５】コンピュータ端末２３３のソフトウェア構成図である。
【図２６】プリンタドライバが実行する動作を示すフローチャートである。
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【符号の説明】
【０１１１】
　１０１　断裁装置
　１０２　中綴じ製本装置
　１０３　くるみ製本装置
　１０４　スタッカ装置
　１０５　印刷装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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